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週報第６号令和８年８月２０日発行 

横浜鶴見北ロータリークラブ Yokohama Tsurumi North 

横浜鶴見北ロータリークラブ 

 

【事務局】横浜市鶴見区佃野町 18-11 エトワール鶴見 303 号 

TEL 045-575-1821 FAX 045-575-1822 

Email ytnclub@gmail.com  

ＨＰ https://www.rotary-tsuruminorth.jp/ 

【例会】毎週木曜日 12：30 場所 新横浜グレイスホテル 

                                  

会長／小笠原憲介 副会長／牧井秀賢 幹事／増田康成 

「会長幹事慰労会」 
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第 2495 回例会 

令和 8 年 8 月 6 日 
 

斉 唱 「君が代」 

    「横浜鶴見北ロータリークラブの歌」 

ゲスト 中西 英一様 

川崎麻生ロータリークラブ 

    鈴木 憲治様 

ビジター 神奈川ロータリークラブ 

    岡本誠一郎様 

奨学生 曾 浩然さん 

 

 会 長 報 告  

 

先週７月３０日木曜に、無事に聖ヨゼフ学園

が幹事校となるインターアクトサマーミーテ

ィングを終えられました。青少年委員長の堀野

委員長、インターアクト委員長の宮田委員長、

また、青少年奉仕委員会の皆様、当日は朝 7時

半から集合いただき、上原さんに準備もいただ

き、会場の設営等から行いました。参加いただ

いた皆様におかれましても本当にお疲れ様で

した。無事にサマーミーティングのイベントを

終えられてホッとしています。 

振り返ってみると、自分は入会後に最初インタ

ーアクト委員長を、当時加藤さんから言われて

務め、その後青少年奉仕委員長を務めました。

その後、記憶では、加藤さん、石渡さん、上原

さんなどから、このサマーミーティングのイベ

ントが控えているのでということで、その準備

に備えて地区のインターアクト委員会に参加

するように言われて、昨年までインターアクト

委員を務めました。自分が会長を務めさせてい

ただく代になるとは思っていなかったのです

が、改めて、無事に終えることができ、ありが

とうございました。 

また、同日の夜には、前年度の会長幹事慰労会

と、サイ君が米山奨学の会長になったというお

祝いと、米山奨学生のソ君の歓迎会を兼ねて、

野村親睦委員長にお店を手配してもらい関内

の方で開催しました。和気あいあいとした雰囲

気で、ソ君とサイ君も交流をされて、いい会に

なったと思います。 

また、オフィシャルではないのですが、先日

7/28 には加藤さんに声かけいただき、浜野ゴル

フクラブでゴルフがあり、参加させていただき

ました。こちらには森松さんや蜂須賀さんも参

加され、楽しいゴルフになりました。 

また、つい昨日なのですが宮田さん、増田さん、

簡さんと横浜カントリークラブでゴルフも行

ってきました。まだまだ自分はゴルフが上手く

なりたいと思う次第なのですが、ありがとうご

ざいました。 

そんな中で、地区の方からチャリティーのゴル

フコンペの連絡が来ております。こちら、私は

第三子が生まれた直後で、妻もまだ入院中の期

間になるのですが、なんとか出られればと考え

ておりますので、皆様も、是非奮ってご参加い

ただければ幸いです。どうぞよろしくお願い致

します。 

  誕 生 祝   

宮田 豊和 会員（８月１４日） 

 
 

 結婚記念日  

中西 美里 会員（８月８日） 
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 創立記念日  

 

石渡 宏衛 会員（８月１７日） 

 

 幹 事 報 告  

 

・ガバナー月信の回覧 

・横浜東ＲＣ納涼ビアパーティのご案内 

 日時 8/28(金)17：00～19：00 

場所 キリンビール工場「ビアポート」 

会費 8,000円 

・地区大会記念ポリオ根絶チャリティーゴルフ

大会のご案内 

 日にち 10/5(月)場所 相模カンツリー俱楽部 

参加費 8,000円 

・世界ポリオデー×アクトの日 

イベント開催案内とＴシャツ販売のお知らせ 

 

 米山奨学金贈呈  

 

米山奨学生 曾浩然さん 

 

 

 委員会報告  

 

【青木賴江会員】 

・ロータリーの友誌 

【堀野弘樹会員】 

・サマーミーティングの報告 

 

 出 席 報 告  

 

会員総数  ３３名 

今回暫定  １８／３３＝６０％ 

前々回確定  ２２／３３＝７３．３３％ 

 

 ニコニコ BOX  

 

鈴木憲治様 皆さんこんにちは。久しぶりの

啓クラブ訪問です。よろしくお

願いいたします。 

岡本誠一郎様 横浜鶴見北ＲＣの皆様こんにち

は。私は約 20年間在籍しており

ました。横浜東ＲＣを前年度末

をもちまして退会し、神奈川Ｒ

Ｃに 7/13移籍入会させていただ

きました。(トラブルはありませ

ん)本日はそのご挨拶のため例会

にメイキャップさせていただき

ました。今後とも引き続きよろ

しくお願いいたします。 

クラブ会員の為、敬称略 

小笠原憲介 川崎麻生ロータリークラブ鈴木

憲治様。本日は卓話ありがとう

ございます。拝聴させていただ

きます。岡本誠一郎様、中西英

一様。本日はようこそいらっし

ゃいました。曾君、本日は楽し

んで行ってください。 

増田 泰成 記念日の方々おめでとうござい

ます。鈴木憲治様、卓話よろし

くお願いいたします。 

青木 賴江 各種お祝いの方々おめでとうご

ざいます。岡本様、中西様よう

こそお越し下さいました。米山

奨学生の曾さんもようこそ。卓

話の鈴木様どうぞよろしくお願

いいたします。 
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赤塚 一志 鈴木憲治様、本日卓話ありがと

うございます。各記念日の皆様

おめでとうございます。 

天野 直樹 鈴木憲治様、ご無沙汰していま

す。本日よろしくお願いしま

す。心して拝聴します。 

石渡 宏衛 鈴木憲治様、卓話ありがとうご

ざいます。今日は米山のお話で

はないのですか？曾君ようこ

そ。神奈川ＲＣ岡本様ようこ

そ。テニス会ご参加ください。

創立記念日を祝っていただきあ

りがとうございます。 

中西 美里 川崎麻生ＲＣ鈴木様「クラブ奉

仕のあれこれ」お勉強させてい

ただきます。今日お祝いありが

とうございます。 

藤林 直美 鈴木様、本日は卓話を楽しみに

しております。よろしくお願い

いたします。 

堀野 弘樹 先週のサマーミーティングご出

席の皆様、暑い中お疲れ様でし

た。ヨゼフのインターアクター

たちは貴重な経験ができたと思

います。来月 9/14にはヨゼフの

例会訪問に伺いますので奮って

ご参加ください。 

牧井 秀賢 鈴木さんお久しぶりです。1年前

のベトナムホーチミンの米山奨

学生のクラブ立ち上げ以来です

ね。本日は楽しみにしておりま

す。 

松阪 修平 鈴木様クラブ奉仕について勉強

させていただきます。熊本の皆

様の生活が心配です。できる支

援をしていきたいですね。 

以下同内容の為お名前のみ（敬称略） 

宮田豊和 森松長治 田邉勝久 加藤進 

生方常明 祝康一 今井新一郎 上原良廣 

 

  卓  話   

 

「クラブ奉仕のあれこれ！」 

 
川崎麻生ロータリークラブ 

鈴木 憲治 様 

『クラブ奉仕』の本当の意味とは？ 

（2510 地区玉井清治 PDG より） 

「クラブが成功裏に機能すること」そのため

に会員一人ひとりが輝ける環境をつくること

であります。多くのロータリアンは、「クラ

ブ奉仕＝クラブの管理運営」と考え、クラブ

奉仕委員長になると、出席率の向上、親睦活

動の企画、会員増強、例会運営の支援、会報

や情報発言、会員相互の交流促進等などの実

務を担当します。 

しかし RI定款に書かれているクラブ奉仕の定

義を読むと、 

"Club Service, the first Avenue of 

Service, involves, action a member should 

take within this club to help it function 

successfully. 

「クラブ奉仕とは、クラブが成功裏に機能す

るために、会員がクラブ内で行うべき行動で

ある」という意味です。ここでの注目は、" 

action a member should take”（会員がとる

べき行動）という部分であります。主役は委

員会でも役員会でもありません。会員一人ひ

とりです。クラブ奉仕委員長の役割は、単に

運営管理をすることではなく、『会員が奉仕

を実践しやすい環境をつくること』ではない

でしょうか？ 
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例会が楽しい。仲間が温かい。新会員が孤

立しない。ベテランが若手を育てる。誰もが

発言できる。出席したくなる。そんなクラプ

文化を育てることこそが、クラブ奉仕委員長

の最大の役割と思います。 

ロータリーの原点もそうでした。ポール・ハ

リスは最初から社会奉仕を始めたのではあり

ません。まず友情を築き、仲間を増やし、お

互いを理解し、信頼関係を育てました。その

結果として奉仕が生まれたのであります。 

つまり、クラブ奉仕委員長の役割は、単にク

ラブを運営管理することではなく、『奉仕が

生まれる土壌』を育てることにあります。ク

ラブ奉仕委員長とは『クラブ文化の守り人』

と PDG 玉井氏は云われています。 

 

～ロータリーのモットー～ 

第一標語 Service Above Self 

（超我の奉仕） 

利己の心を超越して、他人のために尽くす 

弱者に涙する人道的奉仕活動 

第二標語 He Profits Most who Serves Best 

（最もよく奉仕するもの、最も多く報いられる）  

職業奉仕の理念・シェルドン 

ロータリーの奉仕とは 

Thoughtfulness of and helpfulness to others  

（他人のことを思い、他人のためにつくす） 

 

行政組織でも営利団体でもない善意の団体

が、なぜ 100 年の歴史を超えて生き続けるの

かその秘密は、職業を通じて他者へのサービ

ス（奉仕）する『ロータリー精神』にあっ

た。 

クラブの価値を高める三つの柱とは 

(１)会員のためになるロータリー 

学びの充実：卓話やビジネスセッションの質

を高める 

親睦の深化：会員同士の交流やネットワーク

づくりを促進する 

満足度の向上：出席したくなる魅力的な例会づ

くり 

(２)地域社会になくてはならないロータリー活動 

下記のロータリー広報につなげる！ 

地域貢献：地域が真に必要としている奉仕活

動を行う 

存在感の強化：行政や他団体と連携したプロジェ

クトの実施 

周知の徹底：活動内容を広く発信し、認知度を

高める 

(３)ロータリーの改善 

効率化：時代に合わせた柔軟なクラブ運営・

意思決定 

多様性：幅広い職業・世代からの新しい会員

の迎え入れ 

見直し：慣例にとらわれない例会や行事の刷新 

ロータリーの広報について 

※ロータリーが実践する奉仕を考える！ 

１.広報の活動の重要性 

◆広報の積極展開によりロータリーの顔・姿

が見えるようにする 

・日頃から、クラブ内外への広報活動を展開

する 

◆広報は、ファンづくり 

・ロータリークラブのファンづくり、理解者

をつくろう 

◆ライオンズクラブ等の団体との差別化を図る 

２.どのようにしたらロータリークラブの活動

が一般社会に認識、理解されるか！ 

◆マスコミへの理解を得る 

・マスコミへのアプローチを 

◆地域社会の頼を得る 

・ホームページ・FBの充実 

・地域の主団体と常に情報交換 

◆社会と共に生きる 

・教育への支援 

・音楽、文化への振興 

・児童への心身育成 

・医療への振興 

３.結び 

◆広報は、ロータリークラブと社会、社会と

人、クラブ内では人と人の心に橋を架ける

もの。 
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◆広報のキーワードは、”目配り”気配

り””足配り”である。 

目配り：社会の中でロータリークラブがどう

いうポジションにあり、「今何をし

たら良いのか」を見渡す目のこと 

気配り：「今、やらなくてはならないことは

何か」「優先順位は何か」という

気配り 

足配り：足で稼ぐということ。足まめに出か

けて行ってコミュニケーションを図

ること。 

 

「ロータリー米山記念奨学事業について」 

日本のロータリーが独自で活動する日本全地

区（3 4地区）プログラムとなっているもので

す！ 

『ロータリー米山記念奨学会とは、勉学研究

をして日本に在留している外国人留学生に対

し、全国のロータリアンによる寄付金を財源

として奨学金を支給する民間の奨学団体で

す。』 

あるロータリアンの疑問！？ 

『ロータリーは、寄付団体ではないと聞いて

入会しました』「R財団・米山記念学会へ寄付

とは、話が違うのでは」この疑問に対して

は・・・R財団・米山への寄付は、いわゆる寄

付とは異なる。 

＊某テレビ局の 24時間広々とは違う！ 

両財団設立の趣旨の理解を！（アーチ・クラ

ンフの R 財団と米山梅吉の思いを東京 RCが事

業化へ） 

■情報提供、ロータリーへの理解不足。『新

会員』に対して、米記念楽学事業の本質を説

明する。 

■各クラブが「多地区合同奉仕活動」に賛意

を表した為、このプログラムを実践すること

となる。 

なぜ外国人留学生なの？＜親日家を育てる＞

「母国と日本の橋渡しとなって活躍する人材

の育成事業」 

1952 年、東京ロータークラブの創立に貢献し

た米山梅吉氏の功績を記念して創設した「米

山基金」が事業の始まりです。生前、『私費

でアジア諸国の留学生の支援をしていた』、

そして何より、戦後の平和日本”を世界に伝

え、国際親善と平和に寄与したいという、時

のロータリアンの強い願いがありました。以

来、日本全国のロータリークラブの共同事業

として受け継がれ、現在も会員からの寄付金

が事業を支えています。 

留学生支援ひと筋その歴史は！ 

1952 米山梅吉氏を記念し、その遺志により

アジア諸国からの留学生を世話するた

め、東京 RCに「米山基金（ファン

ド）」ができ、これを日本のロータリ

ークラブ全部に広げることになりま

す。東日本のクラブ全会員が参加し、

やがて西日本もそれにならうことにな

りました。 

1954 第 1号奨学生ソムチャードさんがタイ

より来日。 

1957 新組織「国内全ロータリークラブの合

同事業」になり「ロータリー米山愛学

委員会」を結成。 

1967 「財団法人ロータリー米山記念奨学

会」となる。（年間奨学生数 6ヶ国 59

人） 

2004 RI理事会で米山記念奨学事業 50年の歴

史が認められ賞賛を受け、ドメインの

使用許可となる。元 RI会長田中作次

氏・理事板橋敏雄氏・南園義一氏等の

努力 

2007 日本全地区による「多地区合同奉仕活

動』として手続きが完了。『公益財団

法人・ロータリー米山記念奨学会』へ

移行 

2012 『公益財団法人・ロータリー米山記念

奨学会』へ移行 

2016 ソウル国際大会に初めてのブース出

展、分科会開催。故小沢一彦元 RI理事

の強い思いが実現！ 
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2017 米山奨学財団設立 50周年を迎える。記

念式典を 2018年に開催。 

2023 ベトナム南米山学友会設立/台湾、中

国、韓国、タイ、ネパール、モンゴ

ル、スリランカ、マレーシア、ミャン

マーと 10か国となる。 

恩返し：台湾・韓国では、日本人留学生に独

自の奨学金制度を作り支援してい

る。台湾 2009年から累計 61名、韓

国 2016 年から累計 50名を支援。 

各国学友会：「コロナ」や「度々の災害時に」多

額の援助金を頂いております。 

■事業の使命 

将来、日本と世界とを結ぶ「架け橋」となっ

て国際社会で活躍し、ロータリー運動の良き

理解者となる人材を育成することです。これ

は、ロータリーの目指す”平和と国際理解の

推進”そのものです。 

■日本独自の「多地区合同奉仕活動」承認さ

れる日本ロータリーの父米山梅吉氏の徳を記

念する事業として 1952年東京 RCが始めた事

業が、日本全国 RCの共同事業として発展し、

1967 年に（財）ロータリー米山記念奨学会が

設立されました。2004年 11月には、RI理事

会においてこの米山奨学事業が日本のロータ

リーにおける独自の『多地区合同奉仕活動』

であることが新たに承認されました。 

■民間最大の国際奨学事業 

2025 学年度の奨学生数 964 人、2024-25年度

寄付金収入 13億 3052万円。事業費は 15億 

9千万円（2024-25年度決算）と累計奨学生数

は 24,830人（2025 年 7月現在）、その出身国

は 134 の国と地域に及びます。現在、日本に

おける「助成等事業費上位 100 財団」の中で

毎年上位に入り特に外国からの留学生支援に

限れば助成額第 1位となっています。 

この事業の要は、「世話クラブ・カウンセラ

ー制度」だから他の奨学金とは違います！ 

奨学生一人ひとりに地域のロータリークラブ

が「世話クラブ」となり、会員が「カウンセ

ラー」となって日常の相談役をつとめます。

米山奨学生は世話クラブの例会や、クラブや

地区の奉仕活動に参加し、ロータリアンとの

交流を通じて、「平和の心」「奉仕の心」を

学びます。 

■寄付金はこのように使われます 

寄付金は、全額奨学事業に関することだけに

使われ、管理費支出（米山記念奨学会：理事

会・評議員会等。費用や、管理部門事務局員

の人件費等）は、資産の利子収入で賄ってい

ます。 

■寄付の種類 

奨学会への寄付は 2種類です。 

この事業は皆様からの毎年の寄付で運営され

ています。地区の奨学生数はほぼ寄付額で決

まりますので、継続的な支援が支えとなって

います。 

普通寄付金…安定財源として、クラブが決定

した金額を会員数分、毎年半期ごとに納め

る。 

特別寄付金…個人・法人・クラブ・周年記念

からの任意寄付。ロータリアン以外の方から

も可能。 

■重田政元 R｜理事 

より米山記念奨学事業の『平和のための人づ

くり』は、教育的プログラムの模範として、

より重要性が増すと同時に、一層広い視野が

求められることになります。奨学生に心の感

動を与えるには、まず自分が感動しなければ

なりません。この素晴らしい米山記念奨学事

業を是非推進して下さいと述べました。 

■鈴木清次 PG 

地区は、毎年 60%を超えるクラブに奨学生が配

属され、その奨学生の姿がロータリアンに触

れる機会が多いことが何よりの強みでありま

す。地区大会や IMでの講演等に登場し、その

優秀性をアビールしてロータリアンが身近に

感じてもらうことにより”米山への支援の文

化”が醸成され、ロータリアンの米山学事業

への意識が変わってきている。 
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 活 動 予 定  

 

１０月２５日（日）つるみ夢ひろば 

 

 例 会 予 定  

 

８月２７日（木）新横浜グレイスホテル 

 ９月 ３日（木）新横浜グレイスホテル 

 ９月１０日（木）新横浜グレイスホテル 

 ９月１７日（木）休会 

 ９月２４日（木）新横浜グレイスホテル 

１０月 １日（木）新横浜グレイスホテル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


